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はじめに

日本の国名や圏内事情がいつ噴から，また

どのように西洋に知られていたか，という問

題は，日本の対外交渉史研究の基礎的課題の

ひとつである。そこでは，コロンプスが率い

るスペイン艦隊の航海が引合いに出され，日

本(ジパング)の黄金情報が地理的発見の時

代の幕開けの誘因となった，と説明される場

合が多い。

ジパングと同様に，黄金島情報と結び付け

られた日本の呼称として言及されたもののな

かで，時代的に最も古い例としてアラビア人

らが伝えたシーラやワクワクという名称があ

る。九世紀半ば以降，イスラム勢が既に日本

の情報を西方に伝えていたとするこの考え方

は，前世紀に西欧で唱えられた学説であり，

明治・大正時代に日本にも紹介されている。
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特にワクワク=倭国説に関しては，桑原騰蔵

氏による同説日本紹介1)と時期を同じくして，

フランスでワクワク=倭国説を批判するガプ

リエル・フェランの論文2)が発表されていた

にもかかわらず，その紹介が同時進行しない

という一方通行の形で日本史，東洋史の研究

分野で取り上げられ，やがて通説化していっ

た。今だにその影響が尾を引いている事実は，

『園史大辞典jの例を初めとする日本の呼称

論のみならず，地図史や中東関連の一般啓蒙

書においてもワクワク=倭国説が引かれると

いう事態に見てとれる。逆に，フェラン論文

の発表以後半世紀が経過しているにもかかわ

らず，対外交渉史研究における日本の呼称論

の中でフェラン論文があまり反映されていな

い現状は，同分野で黄金諸島問題にアプロー

チを図る際に直面する矛盾であり，その検討

を前進させるためには，先ず現実に流布して

いるワクワクニ倭国説の是非を確認する，と

いうステップを踏まえざるを得ない。

筆者は，試みに，広汎な海洋に散在するワ

ク，或いはワクワクに類する地名を地図上に

拾い，シーラという地名の分布との重なりを

検討してみたところ，ワクワク，シーラ，黄

金産出が重なる一帯の島々が実在することを

確認した。さらに，古代以来の地理的史料や

南海諸国関連史料などに基づいて検討を加え

ると，これらの地名自体が，古代の海洋移動

と関連して伝播した文明の名残りであること

もおぽろげながら見えてくる。こうした試行



錯誤を総合した結果，日本の呼称として取り

上げられてきたワクワク，シーラの名称は，

むしろ古代以来の東洋文化地誌的情報や地図

の継承の中で取り組むべき課題と考えるに至

った。またイスラム地図に見えるシーラ，ワ

クワクの位置と，中国，ポルトガル，スペイ

ンなどの地理的史料を比較することによって

極東黄金諸島の位置を絞っていったところ，

極東海域のアラブ系交易航路上の黄金諸島ワ

クワク，シーラの新たな位置比定を可能とす

る史料も得られた。

そこで本稿においては，アラビア人らが伝

えた極東黄金諸島の名称をきっかげとして以

上のような検討を重ねた結果を，数ある極東

黄金諸島情報の再検討作業の第一歩として報

告する次第である。

1.アラビア人が伝えた極東黄金諸島とそ

の日本比定説

ジパング=日本説を背景として，アラビア

地理書にみえる黄金島ワクワクを倭国に比定

する説は， 19世紀末のド・フーイェ3)に始ま

る。日本に同説を紹介したのは大正年間の桑

原騰蔵論文であり，アラビア地理書に見える

黄金諸島シーラを新羅に当てワクワクが倭国

を指すものという見解を，地名発音の類似性

と中国東方のシーラ及びその背後のワクワク

という，史料の位置描写を根拠に論じたもの

であった九先にも述べたように日本ではこ

のド・フーイェ=桑原説が現在も引用されて

おり， 9世紀以降アラビア人達の間では日本

の産金が有名で，倭国(ワクワク)の名も知

られていたとする説明が繰り返される例は枚

挙に逗がない九

またそれとは別に，黄金島シーラを日本と

する説を支持したのはマルコ・ポーロ研究家

のへンリー・ユール6)であった。日本では明

治30年に，イドリーシ一文献史料に基づいた

E.ルノードによるシーラ=日本説(1718年)

の存在を中川清次郎が示唆した例に始まり 7)

大正4，5年に発表の内田銀蔵論文によってシ

ーラ=日本説，朝鮮説が整理されたへそし

てその後シーラは新羅であるとの説が世界的

に優勢となり，シーラニ日本説は消えている。

さて， ド・フーイェ説の矛盾を指摘したガ

プリエル・フェランの論文「ワクワクは日本

であるか?J (1932年発表)9)を見てみると，

ワクワクはワクとも認められて東西に分布し，

そのうち極東にあるものに関しては地誌的条

件が日本と全く符合せず，むしろ当時のアラ

ビア人がザーパグ zabag(シュリ・ヴィジャ

ヤ王国)と呼んだスマトラである可能性を結

論付けている。なお，フェランはシーラに関

しては直接論じていないのだが，同論文中に

くSila= Coree>との注記が認められるので，

シーラ=新羅説は支持しているとみえる。実

際に，シーラとワクワクの位置関係(中国東

方海上のシーラ，その向乙うのワクワク)を

朝鮮とスマトラに置き換えてみると無理が認

められるのだが，今のところではシーラを新

羅，ワクワクをスマトラとする説が一般に流

布している状況にある 10)。

なお，日本でこれらの説に異論を述べた一

人に金銀貿易史，鉱山史研究者の小葉田淳氏

があり，ワクワクを日本やスマトラと比定す

る事の不合理性を示唆されていた100 この意

見はド・フーイェ説，フェラン説に認められ

る矛盾点を指摘したようにもみえるが，小葉

田氏は具体的な位置の比定をせずに，これら

の情報の現実性を疑問視した立場から踏み出

していなし=。

ワクワク，シーラ関係のアラビア史料に関

しては，関西大学東西学術研究所訳注シリー

ズとして fシナ・インド物語J，rインドの不

思議jという， 9世紀から11世紀にかけての

アラビア語文献が邦訳出版されており叫，前

者はシーラ，後者はワクワクの情報の史料と

してアラビア語専門外の者には貴重な文献と

なっている。筆者はその他にもイスラム百科

事典"First Encyclopaedia of Islam"13)や，
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フェラン論文の紹介史料，へンリー・ユール

の『東西交渉史』叫に見えるアラビア史料な

どを参考資料として利用した。

ワクワクの名称の扱いの現状については，

上述の邦訳『インドの不思議jに， r倭国説

に対するスマトラ説があるが未だ不確定」と

いう説明がある 15)が，これまた上述のイスラ

ム百科事典のワクワクの項(フェラン執筆)

に基づいている。またシ}ラに関しでも，rシ
ナ・インド物語jに「シーラーとは新羅の音

訳で朝鮮を指すと推定されていることは周知

の事実Jと記されている 1九両翻訳を手がけ

られた藤本勝次氏はワークワーク，シーラー

という仮名表記を使用されているが，本稿で

は過去の数ある表記例の中から，便宜上ワク

ワク，シーラという表記を使用する。

II.アラビア人が描いたワクワク，シーラ

イスラム地図で最も知られている地図

は， 12世紀のアル・イドリーシーと呼ばれる

地理学者の手によるものである 17)。彼はイス

ラム世界の人間ではあるが西欧世界との接触

が多く，当時コルドパ・カリフ支配下のセウ

タ，コ1レドパ(現スペイン国)で成長し学を

修め，更にイタリア半島南のシチリア島で地

図製作活動を行った。本稿で見てゆくものの

一つは，向島のパレルモにあったノルマン王

ロジェル二世の為に1154年に作成した， 70葉

の区分世界地図 (rロジェルの書」所収)で

ある。これは同時期製作の円形地図 (Tー0

地図)とは全く異なり，プトレマイオス伝統

下の平行緯線と経線を用いて投影法でまとめ

られていた。アジア地域の具体的情報を描い

たものとして知られているこの地図の他に，

同形式のものとして， 73葉から成るイドリー

シー小区分地図(アル・イドリーシー没後の

1192年)がある。本稿ではイドリ}シー地図

研究で知られるコンラート・ミラー監修本か

ら，このこ種類のイドリーシー地図(以降便

宜上1154年版を A図， 1192年版を B図とす

る)を採用して 18) 黄金諸島と伝えられた島々

や地図の形状を見てゆく。両図に関して本稿

中で使用するアルファベット表記はミラー監

修本の表記に従う。

A'B両図ともに上が南，左が東であり，

問題となるワクワク込誌面与はA図では横

帯ト縦帯X区分にいくつかの島名，その上

方に大地の地名として，また横帯ト縦帯IX

区分にも大地の地名としてワクワクと見える。

同図のワクワク諸島の下(北)方にはシーラ

島がいくつか描かれている。

一方の B図では，地図中の南シナ海に面

する中国治岸の形状が変化していると同時に

同海の島々の位置にも変化が見える。この上

方横帯区分外・縦帯X区分にはA図以来の

ワクワク 2島が残される一方で，複数のシー

ラ島やマグー島が消えて，他の島に書き換え

られている点に注目したい。

同図中の横縦の帯区分番号のうちでも，特

に横帯区分はイドリーシー地図では重要な意

味を持つ。南から北に Iから VIIの番号が記

された横帯は赤道からの距離を表すクリマ区

分(クリマータ)と呼ばれ，赤道から北緯64

度迄を必ずしも等分ではないが七分したもの

である問。ワクワク，シーラはI区分帯，す

なわち赤道に最も近い熱帯に描かれている。

先の参考文献中のワクワク，シーラ産品を見

てみると，アロエ，磨香，ゴム，良質の黒檀

など熱帯産品であるので20) この地図上の位

置区分とは適合する。

アラビア地理学が継承していたプトレマイ

オス地理学では，インド洋を閉鎖された内海

とした為に中国(シナイ)の海岸は地図中に

南下する形で描かれていた。しかしアラビア

地図学では既に十世紀半ばにアフリカ大陸と

中国とを切り離した円形地図が作成されてい

て刊，極東海域に進出していた彼らの知識が

地図上に反映されていたことが判る。そして

極東でアラプ系交易が活発化して以降のイド

リーシー地図になると，南部に関しては中国
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図2 1192年イドリーシー小地図 (B図)の南東端

大陸東岸情報を詳しく伝えるようになる。ま ろうか。地図の存在そのものに関しては，イ

た赤道南方ではアフリカ大陸を描き入れる為 ドリーシーの時代までに，中園地図史では貞

にかなり圧縮されて変形しているとはいえ，

A図において「込瓦』也瓦与の大地」という記

載が，上方横区分外・縦VIIIのsofala(現

在も同名)の地に海岸沿いに続くアフリカ大

陸の東岸南部に見えるが，アフリカのワクワ

ク地名に関しては本稿での深入りを控えてお

く。

イドリーシー地図がこれ程の極東部の形状

把握を可能とした背景には，なんらかの極東

地図現物を入手したという事はなかったのだ

元17(801)年「買耽華夷図jをはじめとす

る，外国情報を描いた華夷図がいくつか知ら

れている。そして西方からの極東進出に関し

ては南海交易拠点であった広州で，東西の史

料が伝える西暦879年の黄巣の乱の際に，多

くのアラビア人，ユダヤ人，ペルシャ人等が

殺されたり外国人が追放されていた22)。また

その後泉州においては，五代 (907-960年)

に既に「招来海中盤夷商買Jと史料が伝え23}，

宋代哲宗元祐年間(1086-1093)には「提事
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図3 1137年西安石刻華夷図

市舶司(中略)掌番貨船舶徴収貿易之事以来

遠人通達物」とある制。即ち， 9世紀の段階

で広州に大規模な外国人の居留が認められ，

その後暫くの海禁期聞があるものの， 10世紀

に入ると泉州の開港と共に外国商人が通い，

その後は居住するに至っている。このような

アラビア人，ユダヤ人，ペルシャ人の交易活

動を通じて，中国製地図が地中海地域にもた

らされた事は充分考えられる。ジョゼフ・ニ

ーダムはイドリーシー B図を1137年の爵蹟

図と比較して中国作成地図の質の高さを強調

したが25) ここでは同じく現存する最も重要

な中園地図の一つであり，外国情報を伝える

華夷図を取り上げて比較検討する。それは北

宋滅亡後投降した劉諌を皇帝に据えて金が暫

定的に建てた漢人の国，斎の年号をその銘文

に記した，皐昌 7 (1137)年 f西安石刻華夷

図jとして知られるものである。

III.南シナ海交易と南夷ワクワク，シーラ

その銘文に，唐代の頁耽の華夷図より外域

諸国を省略したと記されている西安華夷図

(図 3)は，宗代以前の中国皇帝覇権範囲を

示す目的で作成され26) 再蹟図と比べて海岸
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線や河川|はいささか単純化している。ここで

はまず東シナ海と，いわゆる南海である南シ

ナ海(中国古名では漉海，アラビア名でシン

の海)とを分離するかのごとく，大陸を四角

に張り出させた特徴的な海岸線がイドリーシ

ー地図と重なる点に注目したい。その上で，

華夷図の泉(州)と A図の自nku(横帯ト

縦帯X)，B図の kansu(横帯ト縦帯X)

を見比べ，同様に続いて麿(州)を A図han-

fua (I・ IX)，B図ha噌回(I・ X)と対照

し，また華夷図の海岸沿いに左(西)へ移動

した，安南の交(州)と A図の1ukiun(I. 

IX)及びB図の lukin(I. X)とを対照し

て見る。その結果，南シナ海を東シナ海と分

離した南海として描き，上記の港を南海沿い

に配置した共通の認識がイドリーシー地図と

華夷図とに認められる。これが円形図からの

変化に中園地図の影響を考える所以である。

この華夷図上で視覚的に日本が東夷である

点が明白となる。また既に，桑原騰蔵論文で

も引用された<広州東方の海にあるワクワク

やシーラの島々>という位置描写が，北緯30

度以北の日本や朝鮮半島を指すものでない事

を，イドリーシー地図に見えるワクワク，シ

ーラの緯度区分(赤道に最も近い熱帯)との

格差から確認した。

ここで更に加えて航海者の表現を借りるな

らば， 16世紀初頭にアラブ系極東交易路を制

覇したポルトガJレ史料に見える27) rシンガ

ポー1レ海峡通過後，赤道から北上する海には，

ジャパン(日本)，レキオス(琉球・台湾)， 

lレソン等の島々があるといわれるjとする公

的記録がある。同史料は日本発見以前に中国

人水先案内による伝聞情報に基づいて，南シ

ナ海海域に対して北上航路の北方にある東シ

ナ海の島名を北から並べて，最北部にある日

本の位置を明記している。ところが，海洋航

海仕様のポルトガル船と異なる沿岸航海方式

のアラブ系船舶で同じ海域を行くと，シンガ

ポールからトンキン湾を北上後インドシナ半

島東岸を経て，南海交易港泉州即ち大陸南シ

ナ海沿岸東端で南側沿岸の東進が終わる。そ

の向こうは中国東方の海である。

このような航海者の目とは逆方向から地理

把握をした望書夷図は，大陸中原部から見た東

夷，南夷という分類で東シナ海諸国，南シナ

海諸国を描き分けたものであった。これらの

視座の差を踏まえて整理すると，アラブ系概

念でいう中国東方の島々のワクワク，シーラ

とは，北回帰線の南に位置する聖地メッカを

起点とした東方で熱帯に属し，それは中国の

地理概念では東海中の東夷ではなく南海中の

南夷と分類される。

では南夷ワクワクはアラブ系情報以前の中

国史料ではどう扱われているのだろうか。

1137年華夷図の南夷中の地名で浮上するのが，

社薄，薄刺，諸薄の， r薄J音bo，bao，bohk

などである。同図の地名出典とされる『通典j

には，杜薄国(杜薄洲)を扶南(カンボジア

地方)東方の南海(濠海)中にある島として

いる2針。杜薄を社薄の誤記として本来は社薄

であるとする松田蕎男氏は，これをジャヴァ

カJavakaの音訳としてスマトラに当てた制。

しかし同地に産するとある丁子(誕舌香)の

産地は，この当時モルーカ諸島に限られたと

いう山田憲太郎氏の専門的指摘を無視できな

い叫。従ってその描写，位置から考えてもこ

れをスマトラとするのは不自然である。また

同じく f通典j火山国の条に見える諸薄国31)

について，藤田豊八氏はアラビア人がザパグ

と呼んだジャワ島であるとしている叫。松田，

藤田両氏が仮名表記したジャヴァカ，ザパグ

などの名称は 7世紀以降興国となったシュ

リ・ヴィジャヤ(サンスクリット語で別にザ

・ワカ za-vakaとも呼ばれ，アラビア語発

音ではzavaj，zabagなどと表記されてい

る)王国に対して使用された名称である。そ

の時代差を考えれば， 3世紀のf扶南土俗J33) 

などで既に見られた諸薄，社薄の名称を， 7 

世紀に興国した国の名であるジャヴアカ，ザ
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パグの漢字表記とは説明できない。

ここはひとつ諸蛮固などと同様の使い方で，

「諸Jの意味そのままに「複数のJ薄の国と

理解したらどうであろうか。中国文献史料に

は諸薄国という独立した条は見えず，逆に，

『新元史J巻二百五十三列停では南シナ海周

辺の原住民を指す形容詞的に， I薄」を使用

している事実がある刊。また「朕即位以来薄

海内外親如一家」と始まる至元四年詔 (r安

南史略j巻二)の例や『新元史j巻二五O日

本伝「朕自臨御以来綬懐属国薄海内外Jのよ

うに蛮夷の海を薄海とした使用例が見える。

賎しいという意味での「薄jの使用例が『漢

書jにも認められる点も併せてみると拘，ジ

ャワやパリに使われる「婆」とは区別して，

「薄」が語音と語意とを合わせて使用されて

いた事が判る。従って， r通典Iに南洋種族

を指した使用例がいくつか認められるポクと

いう発音の「撲Jとともに36らこれらポク発

音の漢字は南洋の原住民を指す意味を含んで

当てられたと推定する。

また，上述の藤田論文は諸薄の西にある加

管国をインド南西端のキロンとしたが，いく

つか疑問と思われる節もある。そこで本稿で

は藤田説の論拠の疑問点を次の様に洗い直し

てみた。まず， I扶南伝」とされる「扶南東

界即大漉海海中有大洲洲上有諸薄国J37)の位

置記述は，現在のカンボジア東方の南シナ海

にある島に諸薄国があると伝えている。次に

「又有加管国北諸薄圏西山周三百里J叫を見

ると，この加管 (ka-yim)国は崖州(海南

島)に相当するのではないだろうか。とする

と，まず『漢書j巻二十八地理志第八下で「自

合浦徐聞南入海得大州東西南北方千里Jと知

られた珠庄郡には「亡馬輿虎民有五畜Jとあ

り，漢代に環南シナ海交易圏の中国窓口であ

った海南島に馬の需要があったと見える。次

に『呉時外国伝jに「加管国王好馬月氏買人

常以舶載馬到加管国J39)とある通り，三世紀

前半以前に外国人(月氏)が馬を同地に輸入

したとの解釈も可能となる。加管国を崖州と

考えると， r通典j火山国の条では加管国(海

南島)東方にあるとされる諸薄国(筆者解釈

では「複数の薄の国J)が，フィリピン諸島

からボルネオ島に相当し，その一帯に極めて

多く認められる bag，bakという音の地名，

日常用語の存在と結びっく。既に藤田論文の

諸薄=ジャワ島説を否定しているので，加管

国を崖州とするこの考え方に矛盾はない。『南

州異物志jの「斯調海中洲名也在歌管東南可

三千里」という斯調は，藤田説ではセイロン

島とされているが，この歌管が加管国と同ー

の地を指すか否か不明である。古代ピルマの

集落を指すカヤインという語の存在や，また

シーランという地名も散在する点に留意して，

f太平御覧j巻七八七，四夷部八の斯調国の

検討は今の段階では保留しておく。

記述内容の上では， I扶南伝jとしてこれ

らの国々特産とされる火涜布を，フィリピン

特産のアパカ(バナナと同じく学術名 musa

種)に相当すると判断する。樹皮から繊維を

とる技法の類似性や，燈火油をとったり燈心

とする他にもバナナの葉同様にその葉を調理

具として食物の蒸焼きに使うというこのアパ

カは，火山土壌を最も好む短期生育の植物で

ある点からも一連の史料記述内容と矛盾しな

。
}
 

au 
a唱

、.
43

V
 

W スペインから来たユダヤ人が見た東洋

とシーラ

黄巣の乱の死者にユダヤ人が少なからず含

まれていた点からも明らかなように，ユダヤ

人も極東交易では重要な存在であった。彼ら

の記録はマルコ・ポーロの東方見聞録程有名

でないが， 1271年に海路ザイトン(泉州)迄

到達したユダヤ人の旅行記叫，また以下で検

討する12世紀のユダヤ人の極東旅行記がある。

この旅行記はスペインのサラゴサ出身のユダ

ヤ人ベンジャミン・デ・トゥデラによるもの

で， 1162年故郷サラゴサ(アラゴン王国)を
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出発して1172年にスペインのカスティリャ王

国に戻る迄の聞の旅の記録である。

同時期に同じイベリア半島にありながら，

地理学者アル・イドリーシーはコルドパ回教

国出身，またデ・トゥデラはキリスト教国ア

ラゴン王国出身であった。ただし，この時代

のユダヤ人とアラビア人との間ではギリシャ

科学等の学術知識を高める交流が親密であっ

たらしい。デ・トゥデラは，旅行帰路ヨーロ

ツパに入る際にイドリーシ」地図作成の地理

学院があったパレJレモに立ち寄っている。こ

の旅行記は15，6世紀の写本(へプライ語)

がいくつか知られているが，本稿は英国博物

館蔵 (27089番)写本の英訳版を利用したω。

このデ・トゥデラの旅行記は，中国自体の

記述に乏しいものの，極東南海航路の貴重な

情報源であるので，そのうちの要点のみ抜粋

して，以下に邦訳して紹介する。なお，地名

のアルファベット表記は英訳史料のまま，ま

た文中の〈番号〉は英国博物館蔵写本の頁番

号を示す。

r{90)クランKhulan(インド南西端の現

キロン)迄(パハレーン近くから) 7日間の

航海，ここから以東は太陽崇拝の国である。

(略){9I}太陽崇拝の風習を持つ彼らは，

市街周囲のあちこちの高台に毎朝馳せ参じて

{92}朝日を拝み香を焚く。(略)(94)イプ

リグIbrig(英訳注記にはセイロンともされ

るが不明)からシン(泉州か広州であろう)

迄の航海日数40目。シンは最東端にあり，そ

こにはニッパの海 (Seaof Nikpa 英訳注

記は寧波を示唆)があるという。ニッパの海

はオリオン星の真下の暴風海域である。時々，

舵手が制御出来ずに暴風でニッパの海へ流さ

れる船があるが，そうなるとお手上げで船乗

りは手も足も出ずに，食料が底をつき体力が

消耗して命果てるのを待つだけである。多く

の船がこの様にして遭難したが，中には運良

く難を逃れて生還する者もある。そのような

船乗りは牛の皮を用意していて， (95)暴風

-9一

に巻き込まれてニッパの海に吹き流された時

には牛皮に身を包む。これは防水にも役立ち，

同時に短万を装備して海に飛び込むのである。

そうするとグリブインという怪鳥が船乗りを

動物と間違えて海から掴み挙げ，餌食としよ

うと陸地の山や洞穴に運び落とす。船乗りは

そこですかさず短万を抜き出して怪鳥の息の

根を止めるのである。そして牛皮を脱ぎ捨て

てから人家のある集落を目指して歩いてゆく

訳だが，この方法でいかに多くの船乗りが命

拾いしたことか。(シンから)15日の航海で，

千人程のイスラエル人が居住するアル・ジン

ガレー AI-Gingalehに到る。」

同記事をアラビア地理書などと対照する

と，10世紀から11世紀にかけて集められた『イ

ンドの不思議jの物語中にも，風にまかれて

ワクワクに漂着後サンフ(占域)へ向かった

話や，漂着地で人食い大入道と出会った話な

どの f船乗りシンドパッド物語jの題材が見

える叫。デ・トゥデラの時代も『船乗りシン

ドパッド物語j推定成立時期と重なるもので

あるが，中でもニッパの海の遭難談はまさに

シンドパッドの七つの航海の嵐を思わせる。

またシンドパッド第二の航海の，羊の肉を身

につけてロック鳥に運ばれた話を初めとして

繰り返し登場する怪鳥伝説は，ボルネオ島や

ミンダナオ島など南シナ海一帯中心に広く認

められる44)0 r諸蕃志jやマルコ・ポーロ情

報もそのような怪烏伝説を伝えているが，よ

り具体的な1521年のマゼラン遠征隊員アント

ニオ・ピガブエツタの報告書を見てみよう的。

同報告は遠征隊員が直接聞いたとして，プJレ

ネイ北方の大様海(古代の SignoMagnoを

指すと報告書に説明がある)の航海難所や，

また同海で遭難した少年が水牛とともにガJレ

ーダに運ばれて生還した伝承などの，現地水

先案内人の話を伝えた。共通する怪鳥伝説と，

先の二書の記録の航路，航海時期，モンスー

ンの方向に基づいて考えると，必ず物語の初

めに遭難するシンドパッドの官険談は，往路



マレ}半島以東の南西モンスーンによる遭難

体験談であり，その性格は『インドの不思議j

中の話と同様である。この南西モンスーンの

風向きによって漂着する島々の位置は，南シ

ナ海東方に吹き寄せられたと考えるのが道理

であって州，このような状況の遭難漂着を伝

えた f船乗りシンドパッド物語J，rインドの

不思議』中のワクワク地名も南シナ海東側で

なくてはならない。へンリー・ユーノレなどは

デ・トゥデラの話を馬鹿げた噂話として片づ

けているが，その記述には他の史料と一致す

る部分がある点を評価したい。

またデ・トゥデラの航路にあり，シンの地

が面する赤道直下(オリオン星直下)のニツ

パの海とは，マラッカ海峡から南シナ海南部

にかけて散在する名称ニッパに由来すると思

われる。『後漢書jを初見として『扶南土俗j

などに見える漉海(南シナ海)を航海の難所

とする記録や， 1521年のマゼラン遠征隊報告

中の現地水先案内人が伝えたシナの海の海難

と怪鳥伝説が，デ・トゥデラが伝聞して記録

したニッパの海の情報と重なる点を見れば，

ニッパの海を南シナ海とするのは問題ないで

あろう。中国人が南海情報を外国から収集し

ていた一つの理由として，この滋海を恐れて

自ら航海に乗り出す事をしなかった点がかな

りの比重を占める 47)。

デ・トゥデラは中国からの帰路にアル・ジ

ンガレー AI-Gingalehという地に立ち寄っ

た。これはシンハラ語等のシンハラ Sinhala

に相当する語である。シンハラという言葉は

セイラン島やシーラン島の語原であり， r輝
く島jという意味とされる。先に見たデ・ト

ゥデラの書には，インド南西端クランより東

は太陽崇拝の風習の国々であるとあった。登

る朝日を拝む為に高台に毎朝赴く，という風

習が示す通り，日出る処，東方，或は光の概

念はインド文化圏で重要な意味を持ってい

た州。西欧人による類似の描写を挙げる

と， 1639年作成の東インド報告というポルト

ガル史料49)も，セイロン島のシンハラ族が太

陽を神格化していたと注目していた。紀元前

1000年頃迄にインド・アーリア人の間で成っ

た『リグ・ヴェーダjに見られる，全てのも

のに霊があるというアニミズムは，太陽をは

じめとする具体的自然崇拝を人々の生活の中

に組み込むものである。そして太陽を拝むと

いう風習は，西欧世界には強烈な印象を与え

たらしい。この文化が日出る東方へ向かつて

行ったことは，フィリピン考古史料に見える

インド文化圏の影響により立証される則。そ

れはかなり古い時代から環南シナ海交易圏を

通じてフィリピンに波状的に到達した。言語

が文化的影響の重要要素である事はいうまで

もなく，現在でも多様なフィリピン原住民言

語中には，東を意味するシラタン，シラカン，

シランガンなどの語があり，同様に光を意味

するシラック，ジラットなどの語がある。そ

の他にも神宮を意味するシランガン，シロン

ガンという名称やシーラ，シーランという地

名も挙げられる5九

ここで言語の継承派生を見ておくと，まず，

母体であるインド・アーリア語の段階で「輝

く光」を意味していたシーラ sila52
)は，同じ

意味でサンスクリット語のsila53
)，シンハラ

語系パーリ語ではシーハ sikhaと継承される

と同時に，シーラン，シランカと変化して徳

の高い人を意味する派生語が生じている54)。

またシーラは古代モン人の間でもシール sil，

シーラ silaとして，徳の高い人を指した事

が知られている55)。タガログ，ピサヤ語など

の原住民言語に336語を数えるというサンス

クリット語の影響は5ペインドシナ半島北部

横断経路或は海路，南シナ海東側に伝達され

るに到ったものであろう。中でもシーラ(シ

ンハラ，光，日出る東方)という語がフィリ

ピンで定着したのは，その語意がインド文化

闇で持つ重要性や，或は大陸から見た東方と

いう位置などを考慮すれば至極当然である。

1528年にセプ島に到着したスペインのサアペ
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ドラ遠征隊員の報告が，太陽という名の近隣

の島々との交易を記録しているが57) これは

セプ東隣のセイラン島(レイテ島)を指して

いる。

ジンガレーに類似する地名は，ザンガルラ

(ミンダナオ南方の島 58) ジャワ島東部の

シンガサリなどの古い地名の例がある59)。デ

.トゥデラが立ち寄ったアル・ジンガレーの

具体的位置は不明であるものの，広州から15

日の航海であるのでシンガポール海峡の東側

で当時栄えたジャワ島のシンガサリの可能性

が高く，デ・トゥデラの帰路は南シナ海東側

航路であったといえる。この航路は九世紀末

期の黄巣の乱で広州を追われて以降に開発さ

れたもので，台湾からフィリピン諸島，ボル

ネオ経由，ジャワ島，マレー半島を結ぶ。同

航路のアラプ系交易の足跡は，九世紀以降の

中国貿易陶磁器やペルシャ陶器破片などが，

ルソン島マニラ付近，ミンダナオ島プトゥア

ン，ボルネオのサラワクなどで発掘された結

果証明された60)。中国史料でも， r太平賓字

記』巻百七十九勃泥国の条に f太平輿園二年

八月其園王向打遺施努副使蒲亜利判官寄心等

来朝Jとあり，また同条に「其使者云在上都

之西南居海中去蛇婆四五十日去三悌斉四十日

去摩逸三十日去占城輿摩逸同帆之日皆以順風

為計不則無限」とある。これは西暦977年に

ボルネオ国王の使節の副使として，アラピア

人ともペルシャ人とも云われる蒲亜利が来朝

した際の記事である。十世紀後半にはアラビ

ア人やペルシャ人が利用していたフィリピン

諸島，ボルネオなどを経由して広州からジャ

ワ，スマトラを結ぶこの新航路は6九明代万

暦四五年 (1617)完成の『東西洋考j巻九船

師考に「東洋針路Jと表記されている。古来

の航路であった「西洋針路jとの接点は， rllP 

婆羅国此東洋最重頭西洋所自起庖也Jとある

文莱国で，ボルネオ島プルネイであった。こ

のような新規東洋航路の現地情報が，デ・ト

ゥデラのパレルモ立ち寄りなどの形で地中海

に集積されたのであろう。

V 海洋中のワク地名について

ワクワクはワクとも表記されることを念頭

において，現代世界地図に残るワクに近い音

の地名 (wak，bak，bag，uak，fak，pak，etc.)を

収集してみたところ，世界中で約400近い地

名が見つかった。これらの地名を白地図上に

記すと古代メソポタミア，アッシリアの地帯

を中心として，西はトルコ，東ヨーロツノ丸

北はロシア，カザフスタンからシベリア方面

など，南はアラビア半島，パントゥ一語圏や

エチオピア，スーダンなどのアフリカ大陸，

東はイラン，アフガニスタン，パキスタン，

インド，インドネシア，フィリピン，パプア

ニューギニア，オーストラリア東部，ニュー

ジーランド，太平洋の諸島を経て中南米にま

で拡散していた62)。すべてのワク地名が同一

系統とは言えないがその分布状況は大凡で，

大陸部ではインド・アーリアン言語系統とセ

ム語系統の系譜と重なり，また海洋部分に関

してはオーストロネシアの海上移動と重なる。

ここで南島ではワクという語が何を指して

使われていたかを考えると，まず古タガログ

語ではヴァカ(死者の霊，葬儀)，パグラン

(神宮)という祭儀関連で使われていた語が

ある。と同時にミンダナオ島の部族の問では

ワクワクという鳥が告げる前兆で，生活の大

事を決するト占も行われている63)。タガログ

語やピサヤ語でパクワ(ワクワ)と呼ばれる

鳥 (Pittasordida sordida)や，フィリピン

の諸言語でワクと呼ばれている烏 (Corvus)

もあり 6ぺ土地によってはこのワクを死者の

霊魂を表す聖鳥と見ている。鳥関連から翼を

指す語を見てゆくと，フィリピン諸島諸言語

の中にはファファク，ノTヤク，ノfクノTクなど

があり，北方の台湾高砂族言語でもパランガ，

パクパク，プワクなどで翼を意味する。日本

語でも島々，人々といった重複表現があるが，

タガログ語でも複数を表すのに名詞の重複表
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現が使われる65)。この傾向は高砂族やオース

トロネシア言語全般にも通じるもので，翼一

双という表現であろう。

またボルネオでも鳥を霊媒と見る風習があ

ることや，いわゆる鳥人といわれる鳥の羽飾

りを付けた戦士の風俗があることが十五世紀

前半のイタリア人旅行者の記録にある問。羽

飾りに関しては， r太平賓字記jの琉球国(台

湾)の条に「為傘飾以毛羽」とあり，更に時

代を湖ると『山海経jに羽民国や謹頭国とい

った鳥人の描写がある6九実際に人面鳥，鳥

人の異人像は三星堆出土遺物にも認められる

ので闘うそのような文化風俗は中央アジアか

ら東方海上に向けて，北は朝鮮から日本海へ，

そして南はベトナムから南シナ海方面へ伝播

したと考えられる69)。ベトナムやボルネオの

古代の羽根飾り付き葬儀の文様と，フィリピ

ンのパラワン島出土(推定1l30B.C. -840B. 

C.)の葬瓶にある死者の舟の装飾の共通性

もこれを裏付ける。

このような東洋の鳥人風俗の他にも，遥か

に太平洋を超えたイースター島にはアクアク

と表現される精霊の伝承や，マケマケと呼ば

れる神格と関連する鳥人風俗がある。これら

二極の聞の海洋中には，ハワイに天空の神を

指すワケアという名称があり，或いはタヒチ

やマルケサス諸島などで見られる羽飾りの風

俗があるなど，鳥との関わりが太平洋のワク

地名分布を特徴付けている。そしてこれらの

諸島を結ぶ手段である舟自体の名称は，ワカ，

ワア，プカ，ヴァカ，パランガイ 70)であり，

高砂族語ではパロコル，アパグ，アパグとい

う様に71) 先に見てきた翼という名調の単数

形に通じるものがある。

以上の如く南シナ海東方の海洋中の島々に

は，別個に生じたとは言えない複数の共通性

がワク地名と重なって存在しており，フィリ

ピン諸島やモルーカのセーラン島が東端とな

っていたシーラ地名とは別の時代にワク地名

伝播があった可能性が浮上してきた。先に見

たシーラは太陽崇拝と関連していたが72) 同

じようにワク地名を検討してみると，インド

・アーリアン語ではパカ bakaとして白鷺を

意味すると同時に，これは地方によっては，

bakka，baga，baya，baguなどと変化すること

もあって神格を意味する73)。サンスクリット

語でも同じく白鷺であるが，この場合baka

をvakaとも表記して神の乗る鳥ガルーダと

結びつく 7九そしてパーリ語の場合， bako 

としてやはり白鷺を意味する75)。白い鳥，白

鷺が浄土の象徴であり，鳥が神の乗り物であ

るという鳥の信何もインドの宗教に認められ

た76)。越人の祖先が鳥語を操るなどという伝

説もあるようだが77}，ベトナムには白鶴江と

いう漢字表記(r安南志原j巻ーúJ}l Dで~ach-hac

という河がある。

ワク地名の拡散と同じ規模の伝播は古代の

ヤムイモやサトウキピ，バナナなどが知られ

ていて，海洋上を西はマダガスカ lレ，アフリ

カ，東はイースター島，南米方面へと伝播し

ていった。そこで参考の為にこの経路の名称

伝播の一例である，マレ一人のヤムイモを指

す標準名ウピ〈句ubiο〉という語を見てみよう 7川8的}

ウがオとなる変化の他に， <bi>について次

のような変化が報告されている。 vi マダガ

スカル，ボルネオ，サラワク，フィジーなど)，

wi ボルネオ，ジャワ，スンダ，ニュージ

ーランドなど)， be' bei・bai• ve • ke • ki 

• we (以上サラワク)， hi (セレベス，モル

ーカ諸島，タヒチ，マルケサス諸島など)， 

hu' huhu (以上セレベス)， fi (ティモール，

ニューカレドニア， トンガ，タヒチなど)で，

大半が同じ唇音で変化している。唇音の P

とFとの混用はフィリピン諸島言語の特徴

であるが，イプン・パットゥータがアラビア

語でBaghburと記した中国の皇帝(天子)

が，マルコ・ポーロの東方見聞録ではペルシ

ャ語系の FucusurやFacfurと記されていた

事実にも見えるように7円唇音・破裂音の聞

では混用，変化が生じ易くなっている。ワク
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地名に関する例としては，極東進出時のポル

トガル人が，ペグー Peguという地名が実は

外国人の発音であり原住民はパゴゥ Bagou

というと指摘していた刷。/~コウ Bakou と

はカンボジアでバラモン祭司を指す8九

このように数あるワク地名の中でもシーラ

地名との分布と重なる部分を絞りこむと，フ

ィリピン諸島から南シナ海東側のボルネオ，

セレベス，モJレーカ諸島辺りまでに限られる。

しかもそのうちで純度の高い金や露出するほ

どの潤沢な金が史料に認められるのは，ルソ

ン島北端からミンドロ島，中心部のピサヤ諸

島を経てミンダナオ島迄のフィリピン諸島全

般であって回ボルネオ，セレベス産金は品

質の点でやや落ちるとされていた。フィリピ

ン諸島で特にワク音がパク，パグと発音され

るのは，古代原住民文字の子音が(ba)(ca) 

(da) (ga) (nga) (ha) (Ia) (ma) (na) (pa， 

fa) (sa) (ta) (va一多くはbaで代用)(ya) 

の十四種類であって，しかもパーリ語同様に

(wa)の表音文字を有しない為に (va)の

代用に (ba)を用いたというのが理由であ

る83)。故に baka，baga， vaka，として伝わ

った神格，鳥を意味するインド系の語の(ba)

発音がそのまま残った。現在フィリピン語辞

典に見られる (wa)音の使用は，後に同諸

島を征服した西洋系外国人の耳に聞こえた音

をアルファベット表記したものか，或いは外

来語のいずれかであろう。

VI カタラン・マップに追う極東黄金島情

報の系譜

デ・トゥデラ同様，スペイン出身のユダヤ

人で，当時の地図製作中心地マジョルカ島に

在住していたアプラハム，ハフダのクレスケ

ス親子は， 1373年のアラゴン王子ドン・ファ

ンの要請を受けて世界航海図を作成した。こ

れは後にフランスのシャルル四世に贈られ，

その後1389年にも同様の世界図が作られた。

この1389年図は消失したとされ，現在はパリ

のものとマドリード国立図書館の複製(1375

年版)が残されている。一般にカタラン・マ

ップと呼ばれるこの世界図は，イドリーシー

地図やユダヤ人旅行者情報に基づいたとも言

われ， 12葉の天文学，暦の部分と世界図より

成る。ここではそのうちの極東部一葉の南半

分を取り上げて，南海を中心に情報を整理し

てみた。

カタラン・マップ中の中園地名は必ずしも

判然としていない。その理由として，中国東

北端の地形も含めてゴグ・マゴグ情報がイド

リーシー地図と類似している点に見えるよう

に，そしてまた当時の極東交易路がアラビア

人の掌中にあった事を考えても，同図はアラ

ビア地理書やアラブ系交易に頼った伝聞情報

をまとめるのが限度であった。南シナ海が洗

う陸地の形状一つをとっても，東端を泉州迄

とした大陸の描きかたは先に見た撃夷図やイ

ドリーシー地図と共通していて，混乱がある

ものの西方へ泉州市，泉州港，樟州，広東と

いった地名が見える。しかし海上に目を向け

ると，イドリーシー地図同様に泉州，広州沖

に多数の島々が描かれているとはいえ，ジャ

ナ(ジャワの誤記か)島より東の諸島群の名

称はない。唯一，地図の東南端の大島にトラ

ポパーナ(タプロパーナの誤記)と記されて

いる。そして中国東南の南シナ海に相当する

海には，次のような三箇所の説明が加えられ

ていた。

いささか読みにくい極東諸島情報であるの

で，地図中の原文と筆者による邦訳を加えた

ものを次に記しておく。記述は①が泉州，広

州沖で大陸に最も近く，②はその南方の人魚

絵の上，③はその東方で地図南東端の島につ

いて。

①“En la mar de les lndies son illes 7548， 

dels quals no podem respondre assi les ma-

ravellozes cozas qui son， en eles d'orr， d'er-

gent e d'especies e de pedres precioses."84) 

「インディアス(極東)の海には7548の島が
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あり，金，銀，香料，宝石などの素晴らしい

産物についてはここでは述べ尽くせない。J

② "Mar de 1田 illeslndies hon s6n les esp 

ecies， en la qual mar navega gran navilli de 

diverses gens， e s6n aci atrobades -IIト na.

tures de peix qui s'apellen sarenes，la uuna 

qui es miga fembra e miga peix e l'altre 

miga fembra e miga aucell." 

「極東の島々の海には香料がある。この海は

様々な国の船が盛んに行き交う。ここには三

種類聞の人魚と呼ばれる魚類がいる。第一は

半魚半女性，第二は半鳥半女性である。」

③"La illa Trapobana. Aquesta es appellade 

per los tartres Magno Caulii derrera de ori. 

ent.En aquesta illa ha gens de gran dife時

ncia de les altres.En alguns munts de 

aquesta illa ha homens de gran forma，co es 

de -XlI-coldes axf com a gigants e mol ne. 

gres e no usants de rah6， abans menjen los 

hらmensblanchs e estranys sHs poden aver. 

In aquesta illa ha cascun any -II -estius e 

-lll-iverns e dues vergades l'ayn hi florexen 

les arbres e les herbes， e es la derrera illa de 

les lndies， e habunda molt en or e en argent 

e en pedres precioses." 

「トラポパーナ島。この島は蒙古人によって

大カウリイと呼ばれる東方最後の島である。

この島の住民は他島と非常に異なり，山中に

は約12コド(1コドは約42cm，12コドは 5

m強)の漆黒で人語を解さない大入道がい

て，白人や外国人をとって食う。この島では

一年に夏がこ回，冬が三回あり，草木は年に

二度花を咲かす。極東最後のこの島は金，銀，

宝石に非常に富む地である。J

以上三点の記述には，金，銀，宝石，香料

の交易に集まる海上交通で賑わう南シナ海の

様子が窺える。南シナ海東方のフィリピン諸

島は現在7107島を数えるが，カタラン・マッ

プ情報の島々は7548を数えているようであ

る86)。そして同図作成と時を前後する十四世

紀末には，アラゴン人の手によってマルコ・

ポーロの『東方見聞録』がカタラン訳される

など，イスラム勢力と対決する為に蒙古勢力

と交渉を望んだ経緯を踏まえる代々のアラゴ

ン国王は，東方情報収集を怠ることはなかっ

た。

結論

本稿で見た西洋の地理的史料は，アル・イ

ドリーシー，デ・トゥデラ，クレスケス親子

という，いずれも現在のスペインを出身地と

する者の手によるものである。東西交渉で栄

えた地中海周辺都市の中でも，紀元二世紀の

地理学者プトレマイオスやその以前の『エリ

ュトラー海案内記』作者を輩出したアレクサ

ンドリアは，東西交渉の要地であった。同地

で集積された情報に基づいてプトレマイオス

の手で作成された『宇宙誌jは， 1406年以降

にラテン語訳されている問。

この極東情報はイドリーシー地図やカタラ

ン・マップにはどのように継承されているの

であろうか。原典119裏葉， 120葉のアジア図

と， 66葉裏の記述にあるプトレマイオス極東

情報は，中国大陸東南の海の島々を次のよう

に描いていた。西から順に， Sabadice三島

(160度，南緯8度半)は食人種が住む，

Argentea Metropolis (167度，南緯8度

半)銀の国，大量の金がある。そして赤道に

近い Satysox三島(171度，南緯2度半)付

近では鉄釘使用の船が難破するとある。また

陸地を見ると， Ichtiophagi (180度区分，赤

道から 4度付近迄)は魚を食べる民の土地で

あり，地図の南東端の Cattigaraが交易商品

の地とある。

島々の食人情報，金銀情報，航海難所とい

った情報は部分的には既に見た『山海経lと

f漢書jの他に，三国時代の『異物志jの「掻

海海崎島頭水浅而多磁石J，r嶺外代答j巻六

藤舟の項「大越大海商販皆用之或謂要過磁石

山而然未之爾令萄舟底以拓木為釘蓋其江多石
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不可用鍛釘jなどの史料に認められるもので

ある。おそらくプトレマイオス図の Satysox

諸島付近は崎頭(珊瑚礁)と呼ばれた南海諸

島の島腕と砂洲の情報を描いていたのではな

いだろうか。またイドリーシーA図では中

国大陸東側の黄金諸島ワクワク，シーラの配

置が，同 B図になると，プトレマイオス図

同様に南に延びた中国南海沿岸に囲み込まれ

た島々に変化して南海に集められている。こ

の変化は明らかにギリシャ語版プトレマイオ

ス図の実物を目にする機会が. 1154年から

1192年の間にあったであろう事を意味してい

る。そして形状のみならずプトレマイオス図

ラテン語版の“anthropophagi"という食人情

報が，イドリーシー B図には“ja'kuluna

bani adam"と新たに記載されていた刷。

adam (白人)を食うという記述はカタラン

・マップにも見えるが，元来マワと呼ばれた

森の食人鬼伝説はマレー人の聞に伝えられた

ものであった。そしてその原点は古代インド

神話の森の中の食人鬼伝説に求められる8910

イドリーシー B図南東端に残されたワク

ワクの二島は，プトレマイオス図のArgen-

tea Metropolisの位置を継承しているようで

もあるが，恐らくアラビア人未踏のワクワク

という表現であろうと想像する。また新たな

現地情報を加えたらしいイドリーシー B図

には，奴隷供給地を示す sangiの名称やヒン

ドゥー教浸透の地を示す'asuraの他.r島夷

志略jで三島と表記された三腕らしい sam-

dunの名称が，扶南fnunaや占城早afの東方

の島々に付けられている。

これらの鳥々は位置的に見ても現在のピサ

ヤ諸島90) ルソン島に相当するようであり，

その南方の食人風習を伝える島は.A図で

mugaとある島と思われる。アラビア人がボ

ルネオ島を指して mudjaと称したという説

に従えfj:+9九 A図のワクワク，シーラ諸島は

ピサヤ諸島からルソン島をさしたものであろ

うと推定され，パグ，パクやシーラの日常用

語，地名の分布が重なる地域，更に黄金産出

地という三要素がここに一致する。アラビア

史料に見える極東黄金諸島の衣服，金装飾の

風俗は，ヒンドゥー文化の影響下の東南アジ

アで一般的であり，多くの中国文献がこれを

伝えるので，別の機会にまとめて取り上げよ

うと思う。

カタラン・マップは，ユダヤ人らの現地情

報やプトレマイオス図に南海情報を求めたと

見える。その根拠として，中国東方の裸で生

魚を食べる原住民情報がカタラン・マップ中

の記載と，プトレマイオス図のIchtiophagi

に認められる点，そしてトラポパーナ島の金

銀情報と Argentea Metropolisの対比が挙

げられる。また南海交易で活躍したチャム人

から得たらしい，チャム神話に見えるキンナ

ラ(半人半鳥).マカラ(怪魚)に類する記

述もそれを示す。ここで認められる情報偏向

は，アラゴン王国などのキリスト教勢力がイ

スラム勢力を放逐しようとしていた十四世紀

後半には重大な意味を含んでいる。即ちアラ

ビア側は対キリスト教勢力危機管理の為に，

イスラム勢力の命運を左右する極東香料・黄

金情報を守るのに必死であったのである。

これまでに見たところでは，紀元前後から

既に東西史料に認められた極東黄金諸島情報

は，環南シナ海交易に従事したベトナム，チ

ャンパ側のチャム人，或いはカンボジア，シ

ャム側のモン・クメール人といった，いわゆ

る蛮夷買船が媒体となって伝えられたもので

ある。そしてその活動海域にはワクワク，シ

ーラという名称が既に大陸から伝播して黄金

諸島の通称となっていた。南シナ海以東には

wa音.va音で始まるワク音地名もいくつか

認められるが，シーラ地名との隣接，金鉱分

布と重なるフィリピン諸島，ボルネオ島では

ほぼ全てがba音である。地名の語原に関し

ては，インド・アーリアン系言語にはヴァー

カーvZcaとして言語伝達を意味する語もあ

るので92) 厳密にはパク音の地名の語原が神
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格としての鷺を意味するか，言語伝達を意味

するかの区別は難しい。だがいずれにせよ鳥

の形をとることもある神格・精霊の言葉を伝

える，シャーマンとしての首長を意味するパ

ク(複数でパクパク)という語は，集落その

ものをも指して使われた通称であったのでは

ないだろうか。フィリピンでは古来の舟を指

すパランガイという語を集落の意味でも使う

が，パランガとは台湾南端の高砂族パイワン

集落では翼を意味する点を考慮する必要があ

る。古代からマレー系人種の媒介によって伝

播したパク (vac) という発音は，フィリピ

ン諸島の例のように va音も wa音も欠く言

語の場合は ba音で，その他の場合はパク，

パク，ファクなどと表記された事が判った。

そしてそれは中国文献では薄，撲と表記され

ていたらしいが，後から極東南海に進出した

アラピア人らの言語の場合は， va音文字を

欠いたがwa音文字 (waaw) を有していた。

そこで，パク音をアラビア語でワクと表記し

て記録した地名のうち，特に複数形のワクワ

クが黄金情報と倭国とを結んで注目されたの

であろう。

本題の地域とは離れるが西域やアフリカに

ある baka，baghという発音の地名にも，神

格と関連する可能性が考えられる例がある。

これらについては，アラビア語とは別の古代

ペルシア語bagh(神格，偶像)の影響など

を含めて検討する事を将来の課題として残し

ておく。

当然のことながら，ワクワク=倭国説の背

景にあるジパング=日本説の検証もこの際必

要となろう。それも含めてペニス作成(1459

年)のフラ・マウロ世界図以降の極東黄金島

情報や地図の変遷について，また十六世紀に

マゼランが発見してスペイン地理書に記され

たワクワク，シーラ島などの具体的な黄金諸

島記事については，別稿で詳細に検討するこ

ととしたい。

(園撃院大学大学院)
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欠落。

84) この記述内容はマルコ・ポーロの黄金島情
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85)二種類の誤記か。
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の写本，版本でも全てが異なりひとつも7548
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89)マワに関しては， Juan R. Francisco 'The 

Glint of Metal'，Philippine Heritage，vol.2， 

p.299。インド神話の食人鬼については，前掲
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Revision de las Islas de oro de las Indias en los mapas antiguos， 

"uã~uã~" y "sila" en el Signo Magno 

Setsuko MA TOBA 

Es comun citar la empresa de Cristobal Colon al referirse a las islas de oro de las Indias， y 

en concreto a la de Cipango. El nombre de Cipango， que se funde con el de Japon como un 

algo inseparable， no ha sido el unico difundido entre los mercaderes y navegantes procedentes 

del Oeste en los siglos pasados. Los arabes nos recuerdan otros nombres tales como 
.1 •• 

"ual5:ual5:" y "sila"， de las cuales traian noticias de su abundancia en oro. No es nada 

extrano pues que， de la misma manera， los chinos tambien estuvieran enterados de la 

existencia de islas de tanta riqueza， y mucho antes que los arabes. Lo mismo debiera de 

haber pasado con los cartografos interesados en dar nacionalidad al dibujar de las noticias. 

Actualmente podemos localizar aquellos mapas realizados， no por simple interes cientifico 

sino por propositos mas ambiciosos， y gracias a ellos nos es facil seguir el curso y la 

propagacion de las noticias de las islas de oro de las Indias， que unas veces se llaman de una 

forma， y otras veces， de otra. 

Concretamente， las islas a las que llamaban "uãkuã~" y "sila" los arabes， desde el siglo IX， 

son islas que estan bajo influencia hindu. Desde los principios de nuestra era los chinos ya 

habian dejado testimonios escritos de sus noticias. Su descripcion de las islas comporta 

estas caracterlsticas de influencia hindu， y tambien， dada su localizacion austral， nos intiman 

se tratan de islas malayas. A pesar de ello， las denominaciones arabes de "ua与ual5:"y "sila" 

dieron origen a la actual confusion (J apon y Corea) . Como podemos ver， son islas que tienen 

las caracteristicas de las islas del Signo Magno y no del mar de Catai donde se situan J apon 

y Corea. N 0 hay por 10 tanto razon de dar oficialidad a estos nombres que son simples 

apelaciones locales utilizados por los aborigenes. Con este argumento he enfocado el tema 

en las noticias de las islas de oro de las Indias en los mapas antiguos tanto chinos， arabes， 0 

europeos de los siglos XII a XIII. 
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